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静
寂
者
ジ
ャ
ン
ヌ

生
き
延
び
る
た
め
の
瞑
想 

◆
四
六
判
・
５
１
２
頁
・
定
価
３
３
０
０
円

山
本
賢
蔵
［
著
］

な
ぜ
彼
女
は
異
端
と
し
て
囚
わ
れ
た
の
か
？

「
現
代
が
見
失
っ
た
深
い
静
寂
の
精
神
世
界
を
今
に
蘇
ら
せ
た
山
本
氏
。

瞑
想
の
奥
深
い
世
界
に
自
己
を
沈
潜
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
著
者
な
ら
で

は
の
魂
の
評
伝
記
録
文
学
だ
。」　
作
家
・
柳
田
邦
男

ル
イ
14
世
の
時
代
を
生
き
た
一
人
の
女
性
の
生
涯
と
思
想
に
迫
る
。
彼
女
は

「
異
端
の
女
性
神
秘
家
」
と
し
て
闇
に
葬
り
去
ら
れ
て
き
た
が
、そ
の
生
涯
は
、

男
性
支
配
の
女ミ
ソ
ジ
ニ
ー

性
嫌
悪
社
会
の
中
で
、
自
己
を
貫
き
通
し
た
鮮
烈
な
抵
抗
の

連
続
だ
っ
た
。
日
本
で
初
と
な
る
ギ
ュ
イ
ヨ
ン
夫
人
の
本
格
評
伝
。

【
著
者
】
や
ま
も
と
・
け
ん
ぞ
う
氏
は
１
９
６
０
年
生

ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
。
テ

ヘ
ラ
ン
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
パ
リ
特
派
員
を
歴
任
。
著
作

に
『
き
み
は
金
色
の
雨
に
な
る
』、『
あ
の
路
』（
山
本
け

ん
ぞ
う
・
文
、
い
せ
ひ
で
こ
・
絵
）』、『
右
傾
化
に
魅
せ

ら
れ
た
人
々
─�

自
虐
史
観
か
ら
の
解
放
』、『
バ
グ
ダ
ッ

ド
の
モ
モ
』、『
地
雷
原
の
ポ
ン
』（
山
本
け
ん
ぞ
う
・
文
、

デ
ュ
フ
ォ
恭
子
・
絵
）
な
ど
。

3
月
25
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3 月の新刊

非
戦
と
抵
抗
の
教
育

障
害
児
教
育
の
源
流
に
あ
る
も
の

鈴
木
文
治 

［
著
］ 

◆
四
六
判
・
２
２
９
頁
・
定
価
２
３
１
０
円

現
代
の
教
育
の
課
題
と
は
何
か

日
本
が
富
国
強
兵
に
邁
進
し
、
教
育
が
「
お
国
の
た
め
に
な
る
」
人
間
の
育
成

に
注
力
し
て
い
た
時
代
に
、
子
ど
も
の
自
由
と
個
性
を
尊
重
し
、
愛
の
教
育
を

志
す
少
数
の
教
師
た
ち
が
い
た
。
本
書
は
信
州
教
育
や
自
由
民
権
運
動
、
中
で

も
キ
リ
ス
ト
者
の
系
譜
を
た
ど
り
な
お
す
。
彼
ら
は
障
害
児
教
育
の
先
駆
け
と

も
な
り
、
当
時
「
ご
く
つ
ぶ
し
」
と
呼
ば
れ
軽
視
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
著
者
自
身
の
障
害
児
教
育
の
豊
富
な

経
験
と
、
路
上
生
活
者
と
共
に
礼
拝
す
る
教
会
牧
師
の
経
験
に
照
ら
し
な
が
ら
、

再
び
戦
争
前
夜
の
様
相
を
呈
す
る
日
本
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

【
著
者
】
す
ず
き
・
ふ
み
は
る
氏
１
９
４
８
年
長
野
県
飯
田
市
生
ま
れ
。
中
央
大
学

法
学
部
法
律
学
科
及
び
立
教
大
学
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科
卒
業
。
川
崎
市
立
中
学

校
教
諭
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
神
奈
川
県
立
盲
学
校
長
・
県
立
養
護
学
校
長
、�

田
園
調
布
学
園
大
学
教
授
、
日
本
基
督
教
団
桜
本
教
会
牧
師
等
を
歴
任
。
著
書
に
、

『
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
め
ざ
す
教
育
』『
排
除
す
る
学
校
』『
人
を
分
け
る
こ
と
の

不
条
理
』（
以
上
明
石
書
店
）、『
ホ
ー
ム
レ
ス
障
害
者
』『
閉
め
出
さ
な
い
学
校
』（
以

上
日
本
評
論
社
）、『
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
神
学
へ
の
道
』（
新
教
出
版
社
）、『
障
害
を

抱
き
し
め
て
』『
な
ぜ
悲
劇
は
起
こ
り
続
け
る
の
か
』（
ぷ
ね
う
ま
舎
）、『
差
別
す
る

宗
教
』（
現
代
書
館
）
な
ど
が
あ
る
。

3
月
24
日
発
売

最近のオンデマンド化

中国の近代化とキリスト教
深澤秀男著（ふかざわ氏は岩手大学名誉教授）� ◆A5判・定価 5280 円�

ヒトラー政権の共犯者、犠牲者、反対者
《第三帝国》におけるプロテスタント神学と教会の《内面史》のために
� H.E.テート著／宮田光雄・佐藤司郎・山﨑和明訳　◆A5判・定価 9900 円�

キリストに従う
� ディートリヒ・ボンヘッファー著／森平太訳　◆四六判・定価 5280 円�



● 2 月に出た本と雑誌

3 月以降の出版予定

松
本
雅
弘 

著

自
分
自
身
と
群
れ
全
体
と
に
気
を
配
り
な
が
ら

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
長
老
教
会
高
座
教
会
の
主
任
牧
師
と
し
て
37
年
間
心
血
を
注
い
で

語
り
続
け
た
説
教
、
お
よ
び
論
考
を
収
録
。
主
か
ら
託
さ
れ
た
教
会
へ
の
思
い
が

ほ
と
ば
し
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
。
併
せ
て
3
本
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
し
、
説
教
の
方

法
論
、
説
教
と
牧
会
の
関
係
、
ま
た
神
学
と
の
切
り
結
び
に
つい
て
、
著
者
の
率
直

な
意
見
を
引
き
出
す
。�

四
六
判
・
定
価
２
２
０
０
円

大
野
顯
二 

著 

［
仮
題
］

丹
波
市
氷
上
町
常
楽
797

－
1
成
松
伝
道
所

兵
庫
丹
波
の
伝
道
所
で
牧
師
と
し
て
働
き
続
け
た
大
野
顯
二
、
そ
の
妻
大
野
節
子

の
37
年
間
の
歩
み
を
、
牧
師
の
説
教
と
講
演
で
た
ど
る
。
地
域
の
中
に
教
会
が
存

在
す
る
と
は
、
牧
師
で
あ
る
と
は
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、

静
か
に
考
え
さ
せ
る
。�
四
六
判
・
予
価
２
２
０
０
円

パ
ム
・
ロ
イ
＆
モ
イ
ラ
・
フ
ン
メ
ル 

編
著
／
赤
坂
桃
子 

訳

ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
レ
ッ
ス
ン
ズ
　
21
の
知
恵
［
仮
題
］

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
文
章
か
ら
か
ら
21
の
短
い
章
句
を
引
用
し
、
そ
れ
に

関
連
す
る
目
的
、
幸
福
、
自
由
、
自
己
超
越
、
責
任
、
ユ
ー
モ
ア
と
いっ
た
21
の
テ

ー
マ
を
考
察
す
る
。
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
考
え
方
を
通
し
て
自
己
発
見
の
た
め
の
手
が

か
り
を
つ
か
む
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。�

Ｂ
６
判
・
定
価
１
６
５
０
円

�

［
12
月
刊
行
予
定
で
し
た
が
事
情
に
よ
り
遅
れ
ま
す
］

戦
後
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教

敗
戦
の
混
乱
期
か
ら
社
会
制
度
の
確
立
期
ま
で

富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
編

急
激
な
社
会
変
革
に
キ
リ
ス
ト
教
界
は

ど
う
対
応
し
た
か
。
占
領
期
の
宗
教
政

策
、
キ
リ
ス
ト
教
ブ
ー
ム
、
在
日
コ
リ

ア
ン
教
会
、
沖
縄
の
土
地
闘
争
、
キ
リ

ス
ト
教
女
子
教
育
等
を
切
り
口
に
。

�

◆
四
六
判
・
定
価
２
２
０
０
円

平
和
の
福
音
に
生
き
る
教
会
の
宣
言

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
教
会「
平
和
宣
言
」と
解
説

吉
田 

隆
、
長
谷
部
弘
、
弓
矢
健
児
、
豊
川 

慎［
共
著
］

改
革
派
教
会
が
２
０
２
３
年
の
大
会
で
採
択
し
た
宣
言
は
、
今

日
と
将
来
の
教
会
が
こ
の
世
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
責
任
を〝
平

和
を
つ
く
る
〟と
い
う
視
点
か
ら
積
極
的
に
展
開
す
る
。
そ
の
本

文
と
解
説
。�

◆
小
Ｂ
６
判
・
定
価
９
９
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
６
０
円

3
月
号
　
特
集
＝
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
、
現
状
と
課
題
、

	
	

そ
し
て
意
義
と
可
能
性

寄
稿
者
：
中
村
信
博
、
山
中
弘
次
、
洪 

伊
杓
、
與
賀
田
光
嗣

 
 

　
藤
守 

麗
、
藤
原
佐
和
子

時
評
（
加
藤
喜
之
）
／
リ
レ
ー
連
載
『
荊
冠
の
神
学
』
を
読
む
（
鳥
井

新
平
）
／
連
載
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

女
た
ち
の
闘
い
（
金
必
順
さ
ん
）、
田

島
卓
、
今
高
義
也
、
長
尾
優
、
山
口
陽
一
、
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦



福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
０
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円

2025年

4

出
版
部
よ
り
―
―
深
井
智
朗
さ
ん
の「
復
帰
」に
つ
い
て

深
井
智
朗
さ
ん
の
著
書
『
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
の
聖

な
る
政
治
的
精
神
』（
２
０
１
２
年
）
と
『
図
書
』

２
０
１
５
年
８
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ

「
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
の
家
計
簿
」
に
お
け

る
研
究
不
正
行
為
が
明
る
み
に
出
た
の
は
２
０
１

８
年
で
し
た
。
翌
年
、
東
洋
英
和
女
学
院
の
調
査

委
員
会
に
よ
っ
て
悪
質
な
捏
造
と
盗
用
が
あ
っ
た

と
認
定
さ
れ
、
深
井
さ
ん
は
同
学
院
の
院
長
を
懲

戒
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。
岩
波
書
店
は
当
該
書
籍
を

絶
版
回
収
。
ま
た
中
央
公
論
新
社
は
前
年
に
『
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
に
授
与
し
た
読
売
・
吉

野
作
造
賞
を
、
さ
ら
に
日
本
ド
イ
ツ
学
会
も
２
０

０
９
年
に
授
与
し
た
学
会
奨
励
賞
を
取
り
消
し
ま

し
た
。
中
央
公
論
新
社
は
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
』
の
出
荷
も
停
止
し
ま
し
た
。
深
井
さ
ん
は

こ
れ
ら
一
連
の
処
分
に
何
ら
異
議
申
し
立
て
を
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
さ
り
と
て
具
体
的
な
謝
罪
を

述
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
出
来
事
は
人
文
思
想
系
の
学
界
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
、
大
学
や
研
究
機
関
で
不
正
防
止
対

策
が
い
っ
そ
う
厳
格
化
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
出
版
界
に
お
い
て
も
、
不
正
防
止
の
た

め
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
、

編
集
者
仲
間
で
議
論
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
当
時
ほ
と
ん
ど
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の

は
、
深
井
さ
ん
が
執
筆
者
と
し
て
復
帰
す
る
と
い

う
事
態
で
し
た
。
従
っ
て
、
深
井
さ
ん
が
復
帰
す

る
条
件
は
何
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

昨
年
、
書
評
誌
『
本
の
ひ
ろ
ば
』
11
月
号
に
深
井

さ
ん
が
西
谷
幸
介
著
『「
日
本
教
」
の
弱
点
』（
版

元
ヨ
ベ
ル
）
の
書
評
を
寄
稿
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

今
年
２
月
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要�

初
版
』
を
ご
自
身
の
訳
で
講
談
社
学
術
文
庫
か
ら

刊
行
し
ま
し
た
。『
本
の
ひ
ろ
ば
』
編
集
委
員
会

は
12
月
号
で
、「
著
述
に
お
い
て
深
刻
な
不
正
行

為
を
犯
し
た
人
を
、
本
人
の
明
確
な
反
省
も
な
し

に
新
た
な
著
述
に
起
用
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
小

さ
な
書
評
と
い
え
ど
も
不
適
切
だ
と
考
え
ま
す
」

と
述
べ
、
書
評
掲
載
前
に
適
切
な
対
応
を
と
れ
な

か
っ
た
編
集
体
制
の
不
備
を
謝
罪
す
る
声
明
を
出

し
ま
し
た
。
他
方
、
講
談
社
は
研
究
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
公
開
質
問
状
に
互
盛
央
編
集
長
名
で
回
答

し
ま
し
た
。
要
点
は
「
す
で
に
社
会
的
制
裁
を
受

け
て
い
る
」「
本
人
が
後
悔
、反
省
し
て
い
る
」「
一

度
失
敗
し
た
人
間
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る

社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
３
点
で
す
。

深
井
さ
ん
は
『
綱
要
』
の
訳
者
あ
と
が
き
で
、
第

五
章
の
「
悔
悛
に
つ
い
て
」
を
訳
し
な
が
ら
「
何

度
も
打
ち
の
め
さ
れ
、
教
え
ら
れ
、
し
か
し
深
く

慰
め
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
に

偽
り
が
な
い
な
ら
、
新
著
を
出
す
前
に
な
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前
述
の

不
正
行
為
の
経
緯
に
つ
い
て
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
「
全
世
界
の
耳
に
聞
こ
え
る
よ
う

に
」
告
白
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
著
述

に
つ
い
て
も
正
直
に
語
る
こ
と
。
た
と
え
ば
小
社

は
深
井
さ
ん
の
単
著
を
2
冊
、
訳
書
を
1
冊
出
し

て
い
ま
す
。
小
社
は
、
そ
れ
ら
が
岩
波
や
中
公
新

社
の
本
と
同
じ
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
5
年
間
落

ち
着
か
な
い
思
い
で
い
る
の
で
す
。（
小
林
）
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